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福音書からのメッセージ 

ごく小さな事に忠実な者は、大きな事にも

忠実である。ごく小さな事に不忠実な者は、

大きな事にも不忠実である。 

 （ルカによる福音書 16 章 10 節） 

 

「不正な管理人のたとえ」と呼ばれるこ

の箇所は、とても理解しにくいものです。

ある金持ちの財産を預かる管理人がその

お金を無駄遣いしており、それを誰かに告

げ口されたそうです。主人は管理人に会計

の報告を出すように言います。その結果管

理人は、窮地に陥ります。 

普通であれば、ひたすら謝って損害を賠

償する約束をするところでしょう。「どう

か職だけは奪わないでください。明日から

生きていけなくなります」と、主人に泣い

て懇願するかもしれません。 

しかしこの管理人のとった行動は、それ

とは全く違うものでした。管理の仕事がな

くなったときに、土を掘ることなどできな

い、物乞いも恥ずかしい。だからこう考え

るのです。「管理の仕事をやめさせられて

も、自分を家に迎えてくれるような者たち

を作ればいいのだ」。そしてこの管理人は、

主人に借りのある人を一人一人呼び、証文

を書き替えます。油や小麦の負債欄にある

100 という数字を 50 や 80 に、つまり借

金を減らしていくのです。 

金持ちの主人はこの管理人によって、ま

たしても自分の財産を減らされてしまい

ました。管理人の無駄遣いによってまず減

らされ、そして証文を書き替えられること

によってさらに減らされてしまいます。普

通であれば、この管理人は主人にこっぴど

く怒られることでしょう。すぐに追い出さ

れても仕方のないことです。ところが主人

はこの不正な管理人の抜け目のないやり

方をほめたというのです。 

わたしたちの常識の中では、到底理解で

きないことで

す。主人は管

理人の何をほ

めたのでしょ

うか。一つ挙

げるとすれば、

こういうこと

かもしれませ

ん。管理人は

徹底して、「富」

に対して忠実

でした。どんな手を使っても、富から離れ

ないようにする。たとえそれが不正にまみ

れたやり方であったとしても、富に対して

常に忠実であったのです。 

このたとえは、弟子たちに語られました。

弟子たちはイエス様に従っていました。し

かし弟子たちの信仰は、中途半端なもので

した。イエス様に従うと言っておきながら、

十字架につけられるイエス様を見捨てて

しまいます。 

またこのたとえは、聖書を通じてわたし

たちにも語られています。わたしたちはど

うでしょうか。神さまの恵みに忠実に生き

ているでしょうか。 

「ごく小さな事に忠実な者は、大きな事

にも忠実である。ごく小さな事に不忠実な

者は、大きな事にも不忠実である」とイエ

ス様は言われます。 

わたしたちは何に忠実であるべきか、そ

して徹底的に忠実であるのか、イエス様は

問いかけているのかもしれません。 
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